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化 し統合されている程度の違い (Ryan&Decl,2000)」を意味してお り,自律性
(自律的)とほぼ同義である。西村・櫻井 (2010)は,中学生を対象に学習動


































ている。これは,自律性支援的 (autOnomy supportⅣe)態度と名づけられ, 3
つの成分次元から成っている。
第 1は「構造」で,重要な他者が日標や期待を明確に伝え,評価やフィー ド



























に分類 される (Barrera,1986)。児童生徒を対象とした調査では,ソー シヤル・
サポー トは,微妙な個人差を反映するためにはサポー トを受ける可能性への主
観的評価の測定が適 していることからほとんど「知覚されたサポー ト」の観点






















































































































久田 0千田茂・箕口 (1989)によつて作成 された,学生用ソーシャル・サポ








校側の意見を考慮 して「あなたが失恋 したと知つたら,心から同情 してくれる」
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77  299  1 10
66  273  136
64 301  105
53  261  123
51  310 103
39 341  108
37 352  101












































42 2.95  78
48 304  89
50 321  83
55 312  80
35 305  87
64 332  73
44 341  73
67 341  64
53 346  70
47  3.30  .66
54 358  60
57 342  70
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男子(Ⅳ=64)女子(Ⅳ=45)男子(Ⅳ〓38)女子(Ⅳ=66)学年差 性差  交互作用
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1 20  213    02
648  1,06    .75
3.93  .70   2,15















男子(Ⅳ=53)女子(Ⅳ=43)男子(Ⅳ〓35)女子(Ⅳ〓66)学年差 性差   交互作用
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し, 自律的動機づけ,ソー シャル・サポー トとそれぞれ有意な弱い正の相関を
示 した。自律的動機づけは,レジリエンス,自己決定感,有能感,ソー シャル・
サポー トとそれぞれ有意な弱い正の相関を示した (Table 8)。
丁aЫe 8各尺度得 点間の相関分析の結果
墜ダ員熙 晶 有憾 有葉こ♯・
レジリエンス      ー
自律的動機づけ   319***
自己決定感    416***  208**   ~
有育ヒ偏R           457***    239***  .217**    ~



















丁aЫe 9  ソーシヤル・サポート源別の各尺度得点(SS除く)における…元配置分散分析の結果
家族(Ⅳ=102)友人(Ⅳ〓90)いな (Al=16)





レジリエンス   13.42
自律的動機づけ 653
自己決定感   4.04
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自己決定感,有能感,ソー シャル・サポー トが自律的動機づけ, レジリエン
スに及ぼす影響および自律的動機づけとレジリエンスの関連について検討する
















































毛・無藤 (2005)は,受験期の中学 3年生 538名を対象に,学業場面における
精神的健康 とレジリエンスおよびソーシャル・サポー トの関連について検討 し



















岡安 0嶋田・坂野 (1993)は,知覚されたサポー トのレベルは過去のサポー
ト経験を反映していると考えられ,実際にサポー トを受け,ストレスを軽減で
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1 自分は体力がある方だ。 1 2 3 4 5
2 自分から人と親しくなることが得意だ。 1 2 3 4 5
3 昔から,人との関係をとるのが上手だ。 1 2 3 4 5
4 交友関係が広く,社交的である。 1 2 3 4 5
5 努力することを大事にする方だ。 1 2 3 4 5
6 自分は粘り強い人間だと思う。 1 2 3 4 5
7 つらいことでも我慢できる方だ。 1 2 3 4 5
8 決めたことを最後までやりとおすことができる。 1 2 3 4 5
9 どんなことでも,たいてい何とかなりそうな気がする。 1 2 3 4 5
10 たとえ自信がないことでも,結果的に何とかなると思う。 1 2 3 4 5
困難な出来事が起きても,どうにか切り抜けることができると思う。 1 2 3 4 5
12 自分の性格についてよく理解している。 1 2 3 4 5
13 思いやりを持って人と接している。 1 2 3 4 5
14 他人の考え方を理解するのが比較的得意だ。 1 2 3 4 5
15 人の気持ちや,微妙な表情の変化を読み取るのが上手だ。 1 2 3 4 5
16 人と誤解が生じたときには積極的に話をしようとする。 1 2 3 4 5
17 嫌なことがあっても,自分の感情をコントロールできる。 1 2 3 4 5
18 嫌な出来事が,どんな風に自分の気持ちに影響するか理解している。 1 2 3 4 5
19 嫌な出来事があつたとき,その問題を解決するために情報を集める。 1 2 3 4 5
20 嫌な出来事があつたとき,今の経験から得られるものを探す。 1 2 3 4 5
21 自分の考えや気持ちがよくわからないことが多い。 1 2 3 4 5
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22 勉強しないと不安だから。 1 2 3 4 5
23 新しい知識を得るのが楽しいから。 1 2 3 4 5
24 勉強内容が将来役に立つと思うから。 1 2 3 4 5
25 授業の内容が楽しいから。 1 2 3 4 5
26 勉強することが楽しいから。 1 2 3 4 5
27 今,勉強しておかないと後で困るから。 1 2 3 4 5
28 自分のためになると思うから。 1 2 3 4 5
29 勉強しないと教師にしかられるから。 1 2 3 4 5
30 勉強するべき大切な内容だと思うから。 1 2 3 4 5
31 勉強しないと親がうるさいから。 1 2 3 4 5
32 希望する職業に必要だから。 1 2 3 4 5
33 良い成績を取りたいから。 1 2 3 4 5
34 学生なので,勉強するのがあたりまえだから。 1 2 3 4 5
35 他人に勉強しろと言われるから。 1 2 3 4 5
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36 自分の生き方は自分で決めている。 1 2 3 4 5 6
37 自分のすることでも、他人に決めてもらうことが多い。 1 2 3 4 5 6
38 自分の思いどおりに行動している。 1 2 3 4 5 6
39 自分に関わる大切なことほど、他人に決めてもらうことが多い。 1 2 3 4 5 6
40 何かやりたいときには、他人に頼らず自分の判断で決めている。 1 2 3 4 5 6
41 自分がやりたいと思うことでも、他人からやめろと言われたら、やめている。 1 2 3 4 5 6
42 他人の考えにこだわらず、自分の考えどおりにしている。 1 2 3 4 5 6
43グループ活動で何をするか決めるときは、誰か他の人の意見に従つている。 1 2 3 4 5 6
44 自分の生き方は、自分で決めたい。 1 2 3 4 5 6
45 自分のすることでも、できれば他人に決めてもらいたい。 1 2 3 4 5 6
46 自分の思いどおりに行動したい。 1 2 3 4 5 6
47 自分に関わる大切なことほど、だれか他人に決めてもらいたい。 1 2 3 4 5 6
48 何かやりたいときには、他人に頼らず自分の判断で決めたい。 1 2 3 4 5 6
49 自分がやりたいと思うことでも、他人からやめろと言われたら、やめる方である。 1 2 3 4 5 6
50 他人の考えにこだわらず、自分の考えどおりにしたい。 1 2 3 4 5 6
51 グループ活動で何をするか決めるときは、誰か他の人の意見に従いたい。 1 2 3 4 5 6
52 自分のすることを、他人に指示されたくない。 1 2 3 4 5 6
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53 有能な人間である。 1 2 3 4 5 6
54 難しい課題でも、うまくやり遂げている。 1 2 3 4 5 6
55 物事はほかの人より上手にしている。 1 2 3 4 5 6
56 なるべく簡単にできる課題をしている。 1 2 3 4 5 6
57 ほかの人には難しいようなパズルや問題を簡単に解く方である。 1 2 3 4 5 6
58 やりかけたことは、うまくやり遂げている。 1 2 3 4 5 6
59 周りの人が出来ないことでも、うまくやつている。 1 2 3 4 5 6
60 現在所属するクラスでは優秀な方である。 1 2 3 4 5 6
61 有能な人間になりたい。 1 2 3 4 5 6
62 難しい課題でも、うまくやり遂げたい。 1 2 3 4 5 6
63 物事はほかの人より上手にやりたい。 1 2 3 4 5 6
64 なるべく簡単にできる課題をしたい。 1 2 3 4 5 6
65 ほかの人には難しいようなパズルや問題を簡単に解いてみたい。 1 2 3 4 5 6
66 やりかけたことは、うまくやり遂げたい。 1 2 3 4 5 6
67 何か人の出来ないことをしてみたい。 1 2 3 4 5 6
68 将来、職業または専門の分野で第一人者になりたい。 1 2 3 4 5 6
現在の生活において,もつともあなたの助けになつていると感じている人は誰ですか。
あてはまる数字に1つ○をつけて下さい。
69   1 家族    2友人    3その他 ( )  4いな
「4いない」に○をつけた方は,以上で終了です。それ以外の方は次ページに進んでください。
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70 あなたが落ち込んでいると,元気づけてくれる。 1 2 3 4
71 あなたに何かうれしいことが起きたとき,それをわがことのように喜んでくれる。 1 2 3 4
72 あなたがどうにもならない状況に陥つても,何とかしてくれる。 1 2 3 4
73 あなたがする話はいつもたいてい興味を持つて耳を傾けてくれる。 1 2 3 4
74 あなたが大切な試験で失敗したと知つたら,一生懸命なぐさめてくれる。 1 2 3 4
75 あなたが元気がないと,すぐ気づいて気づかつてくれる。 1 2 3 4
76 あなたが不満をぶちまけたいときに,話を聞いてくれる。 1 2 3 4
77 あなたカミミスをしても,そつとカバーしてくれる。 1 2 3 4
78 あなたが何かを成し遂げたとき,心からおめでとうを言つてくれる。 1 2 3 4
79 一人ではできそうにない課題があつたときは,快く手伝つてくれる。 1 2 3 4
80 日頃からあなたの実力を評価し,認めてくれる。 1 2 3 4
81 ふだんからあなたの気持ちをよく理解してくれる。 1 2 3 4
82 あなたが人間関係に悩んでいると知ったら,いろいろと解決方法をアドバイスしてくれる。 1 2 3 4
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